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日
中
岡
山
太
極
拳
講
習
会 

第
70
期
修
了
式 

理
事
の
西
森
さ
ん
、
頑
張
っ
て
三
級
の
認
定 

９
月
２４
日
は
日
中
岡
山
太
極
拳
講
習
会
の
第
７０
期
の
修
了
式
で
し
た
。 

第
７０
期
を
休
ま
ず
講
習
に
参
加
し
た
皆
さ
ん
に
、
皆
勤
賞
の
授
与
、
西
森
さ

ん
に
は
三
級
の
認
定
証
が
送
ら
れ
ま
し
た
。 

五
年
か
け
て
三
級
に
合
格 

三
級
は
熱
心
に
練
習
す
れ
ば
、

二
期
終
了
時
で
合
格
で
き
る
程
レ
ベ

ル
の
高
い
私
た
ち
の
太
極
拳
教
室
、

五
年
か
け
て
や
っ
と
合
格
で
き
ま
し

た
。 運

動
神
経
ゼ
ロ
。
記
憶
力
普
通
以

下
。
そ
の
上
練
習
熱
心
と
は
言
い
難

い
私
が
、
五
年
間
も
続
け
ら
れ
合
格

で
き
た
の
は
、
教
室
全
体
の
醸
し
出

す
和
や
か
な
雰
囲
気
、
指
導
員
の

方
々
の
優
し
く
も
厳
し
い
ご
指
導
と

９
月
２７
日
（
土
）
午
後
、
「
福
祉

交
流
プ
ラ
ザ
さ
い
で
ん
」
で
、
「
中
国

帰
国
者
と
の
交
流
会
」
が
も
た
れ
ま

し
た
。 

帰
国
者
の
方
々
、
地
域
の
方
々
、

日
本
語
教
室
関
係
者
な
ど
60
名
を

超
え
る
参
加
者
で
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

増
刷
…
…
と
い
う
盛
況
で
し
た
。 

財
田
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
の

岡
会
長
の
開
会
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、

中
国
か
ら
の
帰
国
者
全
員
が
前
へ
並

ん
で
、
日
本
語
で
あ
い
さ
つ
、
参
加

者
の
あ
た
た
か
い
拍
手
を
受
け
ま
し

た
。 つ

づ
い
て
、
中
国
か
ら
来
ら
れ
て
い

通
訳
を
か
ね
て
話
の
輪
に
入
り
な
ご

や
か
に
歓
談
し
ま
し
た
。 

後
半
は
、
下
津
井
節
な
ど
の
日
本

舞
踊
で
始
ま
り
ま
し
た
。
青
い
半
て

ん
姿
で
五
名
の
方
が
、
手
さ
ば
き
も

鮮
や
か
に
、
力
強
く
踊
ら
れ
ま
し

た
。 ハ

ー
モ
ニ
カ
演
奏
は
、
お
な
じ
み
の

益
田
さ
ん
が
活
躍
、
「
赤
と
ん
ぼ
」

「
北
国
の
春
」
な
ど
を
演
奏
、
つ
づ
い

て
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
ク
ラ
ブ
の
龍
田
さ
ん

（
88
歳
）
が
、
三
本
の
ハ
ー
モ
ニ
カ
を

使
っ
て
「
夜
来
香
」
な
ど
を
軽
や
か
に

吹
か
れ
ま
し
た
。 

日
中
友
好
協
会
か
ら
小
林
さ
ん

が
参
加
さ
れ
、
協
会
の
活
動
や
カ
レ

ン
ダ
ー
販
売
の
訴
え
を
さ
れ
ま
し

た
。 こ

の
集
ま
り
を
主
催
し
て
く
だ
さ

っ
た
「
福
祉
交
流
プ
ラ
ザ
さ
い
で
ん
」

の
職
員
の
方
々
、
い
ろ
ん
な
面
で
ご

協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
財
田
地
区

の
方
々
の
あ
た
た
か
さ
を
あ
ら
た
め

て
感
じ
な
が
ら
の
散
会
と
な
り
ま
し

た
。  

 
 

 
 

 

（坪
井
記
） 

 

る
張
ざ
ん
、
潘
さ
ん
に
よ
る
チ
ベ
ッ
ト

舞
踊
が
、
白
い
長
い
袖
を
振
り
な
が

ら
優
雅
に
踊
ら
れ
ま
し
た
。 

次
に
、
岡
山
大
学
へ
留
学
中
の
女

子
学
生
三
名
に
よ
る
「
秧
歌
」
（ヤ
ン

グ
ア
・
田
植
え
踊
り
）
が
演
じ
ら
れ
ま

し
た
。
可
愛
い
、
お
そ
ろ
い
の
中
国
服

は
、
踊
り
手
の
ひ
と
り
趙
さ
ん
の
お

母
さ
ん
が
中
国
か
ら
送
っ
て
く
れ
た

も
の
だ
そ
う
で
す
。 

そ
の
あ
と
五
つ
の
テ
ー
ブ
ル
に
分

か
れ
て
座
っ
た
帰
国
者
と
日
本
人

が
、
茶
道
講
座
生
に
よ
る
お
抹
茶
と

お
菓
子
を
い
た
だ
き
な
が
ら
日
本
語

で
交
流
し
ま
し
た
。
留
学
生
た
ち
も

日
中
友
好
協
会
岡
山
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 
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生
徒
仲
間
の
励
ま
し
、
そ
れ

に
私
の
少
し
の
努
力(

？)

。

今
度
は
二
級
を
目
指
し
ま

す
。 す

ぐ
上
手
に
な
り
た
い
方

も
の
ん
び
り
身
体
を
動
か
し

た
い
方
も
ご
一
緒
に
練
習
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
気
持
の
い
い

教
室
で
す
よ
。 西

森
文
子 

 

皆勤賞の皆さん 

竹内理事長から三級認定証を受ける西森さん 

財財財田田田地地地域域域のののみみみなななさささんんんととと中中中国国国帰帰帰国国国者者者   

盛盛盛大大大ににに交交交流流流会会会   

残留婦人四世の   今岡明香子ちゃん 

抱かれて笑っている子 

「秧歌」（ヤングア・田植え踊り）中央が何暁麗さん 

左から   何 さん 福澤さん 篠原さん 今岡さん 大森さん 

益田さん 守本さん 山根さん 横山さん 

福祉交流プラザ民謡同好会のみなさん 



 

９
月
27

日
（
土
）
、
岡
山
県
民

主
会
館
で
、
国
民
救
援
会
岡
山
県

本
部
第
27
回
大
会
が
あ
り
ま
し

た
。 

国
民
救
援
会
は
今
年
創
立
８０
周

年
を
迎
え
ま
す
。
戦
争
反
対
を
貫

き
、
人
権
と
民
主
主
義
を
守
る
た

め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
言
論
・
表

現
の
自
由
を
守
る
活
動
、
冤
罪
犠

牲
者
の
救
援
活
動
、
労
働
者
・
市

民
の
権
利
を
守
る
活
動
、
憲
法
改

悪
阻
止
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
葛
飾
マ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ラ
配
布

事
件
で
闘
っ
て
い
る
荒
川
庸
生
さ

ん
が
来
ら
れ
て
挨
拶
を
さ
れ
ま
し

～中国文化の深部に迫る・その文化と思想・今後の日中友好に生かす～ 

中国・文化講演会 
―魯迅と毛沢東― 

講師：岩間一雄 （岡山大学名誉教授 中国思想史の研究家） 

と き：１０月１１日（土） 午後２時～４時 

ところ：倉敷市文化交流会館 （倉敷駅より歩いて１５分） 

お問い合わせ：倉敷市連島町 宮地宅 Tel 086-446-2711 

主催：日中友好協会倉敷支部 

８
年
２
月
21
日
の
第
14
回
ま
で

毎
回
法
廷
を
多
数
の
傍
聴
者
で
う

め
る
よ
う
努
力
し
ま
し
た
。
新
支

援
法
で
国
民
年
金
の
満
額
支
給
や

生
活
保
護
に
変
わ
る
給
付
金
が
支

給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

が
、
地
域
で
生
活
し
て
い
る
人
と
の

厚
い
壁
は
ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
。

今
後
は
日
本
語
教
室
の
充
実
と
共

に
地
域
近
隣
の
皆
さ
ん
へ
の
理
解

を
得
る
活
動
、
あ
る
い
は
皆
さ
ん

と
の
交
流
を
深
め
る
活
動
を
主
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
」
と
報
告

さ
れ
ま
し
た
。
日
中
友
好
協
会
理

事
か
ら
、
報
告
者
の
小
林
事
務
局

長
を
は
じ
め
竹
内
、
山
縣
、
田
中
、

稲
葉
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

国
民
救
援
会
は
今
後
も
惻
隠
の

情
で
人
権
や
平
和
を
な
い
が
し
ろ

に
す
る
あ
ら
ゆ
る
事
件
支
援
を
行

う
こ
と
を
決
め
て
閉
会
し
ま
し

た
。  

 
 

 
 

 
 

稲
葉
泰
子 

え
を
行
っ
て
、
全
国
で
２
０
１
人
目

の
原
爆
症
認
定
訴
訟
の
原
告
に
な

り
ま
し
た
。
被
爆
の
認
定
を
受
け

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
原
爆

症
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
人
は

わ
ず
か
、
１
％
に
す
ぎ
な
い
の
で

す
。
川
中
さ
ん
の
子
宮
体
が
ん

等
々
の
病
を
抱
え
て
の
裁
判
で
の

闘
い
に
、
改
め
て
、
戦
争
に
対
す
る

国
の
無
責
任
な
対
応
に
怒
り
が
沸

い
て
き
ま
し
た
。 

 

「
中
国
『
残
留
孤
児
』
訴
訟
の
終

結
に
あ
た
っ
て
の
報
告
と
今
後
の

取
り
組
み
」
に
は
日
中
友
好
協
会

岡
山
支
部
の
小
林
氏
が
発
言
し
ま

し
た
。
国
民
救
援
会
で
の
支
援
で

は
署
名
活
動
重
視
と
裁
判
傍
聴

に
つ
い
て
傍
聴
席
を
い
っ
ぱ
い
に
す

る
こ
と
の
重
要
性
を
学
ん
だ
と
報

告
さ
れ
ま
し
た
。
「
署
名
数
は
２
７

４
１
３
筆
、
２
０
０
４
年
７
月
14
日

の
第
１
回
口
頭
弁
論
か
ら
２
０
０

ま
し
た
。
三
井
造
船
思
想
差
別
・

人
権
侵
害
争
議
に
つ
い
て
、
向
野

さ
ん
が
、
原
爆
症
認
定
訴
訟
で
闘

っ
て
い
る
川
中
優
子
さ
ん
達
が
発

言
し
ま
し
た
。
特
に
、
川
中
さ
ん
は

２
０
０
６
年
11
月
２
日
に
岡
山
地

方
裁
判
所
に
「
国
の
『
却
下
』
決
定

を
取
り
消
す
こ
と
」
を
求
め
る
訴

た
。
「
ポ
ス
ト
に
は
役
立
つ
も
の
、
不

用
な
も
の
、
さ
ま
ざ
ま
な
チ
ラ
シ

が
投
函
さ
れ
ま
す
。
必
要
か
ど
う

か
は
読
む
人
が
判
断
す
る
こ
と
で

す
。
言
論
・
表
現
の
自
由
は
憲
法

（
２１
条
）
で
保
障
さ
れ
て
い
ま
す
。

都
議
会
報
告
等
を
い
つ
も
の
よ
う

に
配
布
し
て
い
た
だ
け
な
の
に
住

居
侵
入
罪
で
逮
捕
さ
れ
る
こ
と

は
、
平
和
と
民
主
主
義
を
守
ろ
う

と
す
る
言
論
・
表
現
へ
の
弾
圧
で

す
。
」
と
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。 

 

議
案
提
案
に
対
す
る
討
論
と
し

て
、
岡
山
で
の
事
件
等
で
頑
張
っ
て

い
る
方
た
ち
が
次
々
と
発
言
さ
れ

日
本
国
民
救
援
会 

岡
山
県
本
部
第
27
回
大
会 

 
 

中国帰国者の日本語教室は、中国「残留孤児」訴訟支援の活動

の中から生まれました。 

 ２００４年１０月２３日、岡山市高島団地で最初に開講してから４年が

経過しました。この間、２００５年６月２日に総社教室、２００６年９月２日

に倉敷教室がそれぞれ開講し、県下３地域で、日本語教室が行われ

ています。 

 現在岡山市では、長岡会場で週２回と福祉交流プラザ―さいでん

で週２回の計４回開かれています。 

 講師は１７人で、受講者は約２０人です。最近小・中学生も参加する

ようになりました。若い中国からのお嫁さんの受講者は、日本語能力

検定の１級を目指して頑張っています。この４年間、日本語教室は

「楽しく学べ、交流できる場」であることを基本に運営してきました。今

後もこの基本を守って進めていきたいと思っています。今回開講４周

年を下記の日程と内容で開催いたします。多数ご参加くださいますよ

うお願いいたします。 

 

記 

１、と き：１０月１９日（日）１０：００～１３：００ 

２、ところ：岡山市福祉交流プラザ―さいでん 

      Tel：086-279-2753 

３、内 容：○各教室の出し物 

      ○歌（四季の歌、北国の春、ふるさと など） 

      ○クイズ（景品あり） 

      ○長岡町内会の皆さんの琴の演奏） 

      ○その他 

４、参加費 無料 お問合わせ 

      日中友好協会岡山支部 事務局長 

      中国帰国者の日本語教室 岡山の会事務局長 

      小林軍治 

      Tel：０８６-２７７－２４７０ 

      携帯：０９０-８２４０-２００１ 

  

   

次
回
の
新
聞
発
送
作
業
は 

１０
月
１４
日
（火
）午
後
１
時
半
～ 

民
主
会
館
２
階
で
行
い
ま
す
。 

前
回
お
手
伝
い
く
だ
さ
っ
た
方
で

す
。 

  

青木由 

小林 

竹内和 

竹内袈 

坪井 

１
、
日
中
理
事
会
と
忘
年
会 

（１）
日
中
岡
山
支
部
理
事
会 

１０
月
９
日
（木
）岡
輝
公
民
館 

 

１０
：
００
～
１２
：
００ 

１１
月
１４
日
（金
）民
主
会
館 

 

１８
：
００
～
２０
：
００ 

１２
月
１３
日
（土
）民
主
会
館 

 

１４
：
００
～
１６
：
００ 

（２）
日
中
岡
山
支
部 

忘
年
会 

１２
月
１３
日
（土
）民
主
会
館 

 

１６
：
００
～
１８
：
３０ 

会
費
：２
．
０
０
０
円
、 

料
理
、
飲
み
物
持
込 

２
、
日
本
語
教
室 

（１）
第
１３
回
日
本
語
教
室
講
師
団
会
議 

 
 

１０
月
８
日
（水
）長
岡
集
会
所 

 

１６
：
００
～
１７
：
３０ 

当
面
の
日
程 

（２）
日
本
語
教
室
開
講
４
周
年
の
つ
ど
い 

 
 

１０
月
１９
日
（日
） 

福
祉
交
流
プ
ラ
ザ
さ
い
で
ん 

 

１０
：
００
～
１３
：
００ 

３
、
そ
の
他 

（１）
中
国
語
講
座 

 

講
師
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
会 

 
 

 

１０
月
１１
日
（土
） 

 

又
來
軒 

１８
：
００
～
２０
：
００ 

（２）
日
中
友
好
協
会
全
国
理
事
会 

 
 

 

１１
月
２９
日
（土
）～
３０
日
（日
） 

日
本
青
年
会
館 

小
林
事
務
局
長
が
参
加 

 


